
七
十
年
史
臨
が
、
永
島
福
太
郎
馬
を
編
集
者
に
、
間

氏
は
じ
め
、
秋
永
政
孝
・
野
騎
清
孝
・
広
吉
薄
彦
・

小
野
恵
美
男
・
中
塚
明
・
村
田
甚
吾
氏
を
執
筆
陣
に

加
え
て
、
こ
の
ほ
ど
上
梓
を
み
た
。
と
こ
ろ
で
廃
藩

蹴
県
以
来
す
で
に
九
十
一
年
、
奈
良
県
政
七
十
年
記

念
と
い
え
ば
あ
る
い
は
不
審
に
思
わ
れ
る
方
も
あ
ろ

う
。
そ
れ
ほ
廃
蕪
醗
県
で
設
畳
さ
．
れ
た
奈
良
県
は

「
近
代
国
家
化
を
急
い
だ
明
治
政
府
が
、
そ
の
政
策

と
し
て
弱
小
県
整
理
を
推
進
し
た
こ
と
に
よ
扁
っ
て

わ
ず
か
数
年
に
し
て
堺
県
に
併
合
さ
れ
、
そ
の
堺
漿

が
明
治
十
四
年
さ
ら
に
大
阪
府
に
併
含
さ
れ
、
　
「
い

っ
た
ん
独
立
の
県
政
に
浴
し
た
大
和
r
の
国
民
は
、
再

度
の
合
併
を
快
し
と
せ
な
い
。
や
が
て
有
憲
の
提
唱

に
基
づ
き
、
大
阪
府
か
ら
分
離
独
立
の
運
動
を
展
開

し
た
。
そ
の
運
動
が
奏
効
し
て
、
（
叫
治
二
十
年
）
奈

良
県
の
（
再
）
設
澱
が
発
令
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
鳳

結
果
な
の
で
あ
る
、
と
こ
ろ
で
こ
の
経
緯
は
、
廃
藩

澱
県
後
九
十
年
を
経
て
、
、
い
ま
ま
た
現
実
に
捷
起
さ

れ
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。
急
速
な
近
代
国
訴
化
の

問
題
に
代
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
産
業
の
高
度
成
長
の
た

め
に
、
近
畿
を
一
、
丸
と
し
て
広
域
行
政
、
さ
ら
に
は

統
合
が
、
現
箋
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
上
提
さ
れ
て

い
る
。
と
く
に
奈
良
泉
は
、
大
阪
府
へ
の
依
存
の
高

ざ
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
う
し
た
と
き
に
、
近
畿
統
含
の
是
雰
は
と

も
か
く
と
し
て
、
娯
政
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
っ
て
み

る
こ
と
ほ
、
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
企
て
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

　
さ
て
本
書
は
、
第
一
編
概
説
に
お
い
て
奈
良
県
七

十
年
の
歩
み
を
概
観
し
、
第
二
編
各
説
に
お
い
て
奈

良
県
再
設
醗
の
細
末
以
下
、
堅
議
会
・
県
庁
当
盤
・
。

町
村
制
の
変
遷
・
襲
業
・
農
地
改
革
一
林
業
・
観
光

と
ガ
人
化
財
、
　
さ
ら
に
は
紀
聞
ル
ー
ゴ
ず
山
門
菖
年
奉
祝
事
業

等
一
五
項
目
に
わ
た
っ
て
各
説
し
、
第
三
篇
総
合
開

発
事
業
と
し
て
吉
野
熊
野
特
定
地
域
総
合
開
発
事
業

が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
各
説
は
、
原
史
料
を
盤
窟
に

引
用
し
て
詳
述
さ
れ
、
何
れ
も
問
題
の
核
心
を
つ
い

て
い
る
。
た
だ
欲
を
い
え
ば
疲
轄
部
局
の
各
種
統
計

を
も
つ
と
聾
欝
に
引
馬
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
か
ら
す
れ
ば
止
む
を

得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
第
三
篇
は
、
吉
野
獅
と

い
う
豊
窟
な
水
を
も
ち
な
が
ら
、
し
か
も
空
し
く
紀

州
に
流
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
奈
良
県
政
七
十
年
の

最
大
の
懸
案
で
あ
り
、
電
力
を
中
心
と
す
る
総
合
開

発
一
「
こ
の
近
代
化
の
恩
恵
を
い
か
に
活
用
す
る

か
、
い
な
活
用
で
き
る
か
に
県
政
の
将
来
が
あ
る
」

問
題
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
叙
述
は
事
態
の
経
緯
の

解
説
に
終
っ
て
お
り
、
こ
の
辺
に
い
わ
ば
奈
良
県
の

最
大
の
苦
悩
が
あ
る
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
と
ま
れ
、
経
済
め
高
度
成
長
と
い
う
い
わ
ば
絶
対

的
な
要
請
の
ま
え
に
、
す
で
に
約
一
世
紀
に
お
よ
ぶ
唇

叡
治
の
歴
史
を
も
つ
「
府
県
」
が
ど
5
澱
処
す
べ
き

な
の
か
、
本
書
は
こ
の
大
き
な
問
題
を
提
製
し
て
い

サ
0
と
い
・
兄
よ
う
。
　
（
A
5
判
　
　
一
〇
六
五
頁
　
　
照
和

蕪
十
七
年
㎝
二
月
　
祭
良
臣
発
行
）
　
　
（
熱
駕
　
公
）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

十
月
鯛
会

　
轟
i
月
山
ハ
薪
　
（
土
）
午
後
一
時
よ
h
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
史
学
科
窮
二
敦
室

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
史
蹟
を
た
ず
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
葭

　
　
　
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
堀
）

国
　
史
　
関
係

読
史
会
春
畢
大
会

　
六
月
十
七
目
（
蹟
）
午
酋
十
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
交
学
部
第
八
教
室

　
　
平
安
初
期
政
治
…
史
の
一
側
醐
　
伊
藤
　
宗
諄

　
　
雑
福
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
狩
野
　
　
久

　
　
陸
醸
醐
度
に
つ
い
て
　
　
　
　
泉
谷
　
康
夫

　
　
「
鎌
倉
殿
御
使
」
考
　
　
　
　
田
巾
　
　
稔

　
　
「
河
原
者
」
の
系
譜
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
康
代

　
　
十
照
世
紀
初
頭
の
村
落
領
主
　
大
山
　
喬
平

　
　
鎌
倉
仏
教
に
つ
い
て
　
　
　
D
・
パ
ー
ト
ン

　
　
明
治
初
年
の
饅
業
生
産
の
地
域
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
村
　
　
哲

148　（95ti）



息消学

　
　
拙
工
と
荘
園

読
史
会
例
会

七
月
例
会

　
七
月
一
四
日
（
土
）

　
　
横
田
健
一

赤
松
　
俊
秀

於
　
楽
友
会
館

　
　
　
　
　
　
「
マ
ッ
チ
工
業
発
達
史
」

　
　
小
葉
珊
淳
「
桝
の
二
度
」

◎
終
了
後
、
小
葉
田
教
授
・
ハ
ワ
イ
出
張
の
歓
送
パ

ー
テ
ィ
ー
を
行
な
っ
た
。

九
月
例
会

　
九
月
八
日
（
土
）
　
　
　
　
　
於
　
楽
友
会
館

　
　
楠
瀬
　
勝
「
地
頭
の
代
官
支
配
に
つ
い
て
偏

　
　
赤
松
俊
秀
「
春
奴
杣
工
説
に
つ
い
て
」

十
月
例
会

　
十
月
十
三
日
（
土
）
　

於
陳
列
館
演
習
室

　
　
柴
田
実
「
荒
神
考
」

小
葉
田
理
事
の
外
遊

　
小
葉
田
淳
理
購
は
、
　
ハ
ワ
イ
大
学
東
酋
文
化
セ
ン

　
タ
ー
の
招
き
に
よ
り
、
九
月
五
日
羽
田
発
で
嵐
発

　
し
た
。
な
お
、
滞
在
は
十
ヶ
月
の
予
定
で
あ
る
。

東
洋
史
関
係

大
学
院
会
例
会

　
穴
月
一
日

　
　
「
東
洋
史
研
究
」

．
六
月
一
五
日

　o
　l
　四

　含
神評楽
．．．．，．会表

戸　　／v

　　四
重　 館

　
宋
代
県
の
膏
吏

六
月
二
九
日

　
尺
腰
の
芸
術
性
、

九
月
一
二
臼

　
　
エ
ジ
プ
ト
か
ら
帰
っ
て

一
〇
月
一
一
業

　
「
東
洋
史
研
究
」
一
二
一
一

西
洋
史
関
係

西
洋
史
読
書
会
例
会
於

　
九
月
二
十
二
獄
（
鼎
判
二
）

　
　
佐
竹
　
靖
彦

　
　
陳
列
館
会
議
室

　
　
杉
村
　
邦
彦

　
　
　
楽
友
会
館

　
　
清
水
　
誠
　
．

　
　
東
洋
史
研
究
室

　
合
評
会

京
大
預
洋
史
研
究
室

　
『
画
洋
史
学
』
第
五
十
四
輯
の
合
評

九
月
二
十
九
日
（
土
）

　
パ
ー
ク
の
恩
想
に
つ
い
て
　
　
村
隅
　
健
次

十
月
十
三
日
（
土
）

耀
垣
覗
電
離
、
滞
良
弥

　
．
．
臣
o
c
図
諺
℃
o
片
丘
鑓
”
》
℃
鷲
魯
。
財
。
ω
ε

　
缶
冨
ε
蔓
”
、
a
●
げ
冥
第
℃
・
男
・
団
貯
σ
o
茜

　
（
ピ
○
⇒
α
9
ど
H
Φ
①
b
o
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
良
次
郎

十
月
二
十
日
（
土
）

　
清
教
職
命
の
思
想
的
決
算
　
　
越
智
　
武
距

十
月
二
十
七
田
（
土
）

　
欽
定
憲
法
体
舗
の
保
守
的
護
教
論

　
　
　
ー
プ
ロ
イ
セ
ソ
と
日
本
の
場
合
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
田
　
掌
男

　
　
　
賦
編
集
後
記
構
川

　
四
十
五
巻
六
号
－
今
年
度
の
最
終
号
を
お
届
け
致

し
ま
す
。
昨
年
か
ら
の
お
く
れ
が
よ
う
や
く
取
り
戻

せ
る
め
ど
が
立
つ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
更
に
定
期

的
に
お
届
け
繊
来
る
よ
う
編
集
委
員
会
と
し
て
も
努

力
を
傾
け
ま
す
が
、
く
ど
い
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
費
に
よ
る
定
期
刊
行
物
と
い
う
本
誌
の
性
格
に
鑑

み
、
前
納
に
つ
い
て
御
協
力
を
要
請
す
る
次
第
で
す
。

　
先
号
本
欄
に
於
い
て
、
朝
尾
委
員
が
本
欄
に
対
す

る
意
見
を
開
陳
さ
れ
ま
し
た
が
、
時
候
の
御
蓋
挨
的

な
本
欄
は
発
展
的
に
解
消
し
、
拡
充
す
る
こ
と
に
対

す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
来
年
度
第
一

・
号
か
ら
は
ス
タ
イ
ル
を
一
擬
し
て
お
目
に
か
か
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
な
お
、
京
都
大
学
偏
重
的
な
学
界
消

息
欄
に
つ
い
て
も
ス
タ
イ
ル
の
一
薪
に
つ
い
て
の
検

討
が
岡
時
に
加
え
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
申
し
添
、
兄
ま

す
。
御
期
待
下
さ
い
。
　
　
（
横
由
裕
男
）

一
独
坐
轟
　
同
朋
二
隠
隠
一
目
　
定
価
二
〇
〇
円

　
由
民
　
　
　
　
林
　
　
　
（
第
四
五
巻
第
六
号
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
薩
畜
田
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
替
京
瀞
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
審
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
京
郡
市
下
京
区
蓉
七
条
御
所
ノ
内
策
町
叢
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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